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ENB系EPDMの加硫促進剤について(11)

〔ノクセラー TT/BZ加硫系に対する各種チアゾール系及びスルフェンアミド

系加硫促進剤の添加効果〕

EPDMは耐熱性，耐オゾン性，耐候性に優れたゴム

であり，自動車部品を中心に広く使用されている，

EPDMは，一般に硫黄加硫が用いられるが， NRや

SBRに比べて加硫速度が遅くフルームしやすいためチ

ウラム系又はジチオカルバミン酸塩系加硫促進剤を主

体にチアゾール系又はスルフェンアミド系加硫促進剤

などを併用して用いられている八

先に21,EPDMに対する各種ヽンチオカルバミン酸塩

系加硫促進剤（ノクセラーCZ/TT加硫系ベース）の添

加効果について紹介した．

今回は，各種チアゾール系及びスルフェンアミド系

加硫促進剤（ノクセラー TT/BZ加硫系ベース）の添加

効果について紹介する．

表 1の配合に基づき，表 2に示す各種加硫促進剤を

使用した場合のムーニースコーチ試験及びキュラスト

メータ加硫試験結果を表 2及び図 1に示し，加硫速度

とスコーチタイム及びトルク値の関係を図 2及び図 3

に示す．

各種チアゾール系及びスルフェンアミト系加硫促進

剤を添加することにより，加硫速度及び加硫度が向上

する．特にノクセラー M-60は加硫速度向上に有効で

ある．

未加硫配合ゴムの貯蔵安定性について図 4及び図 5

に示す．

ノクセラー M,DM, NS及び MSAを配合した未加硫

配合ゴムは，粘度の上昇が小さく貯蔵安定性は良好で

あるが， ノクセラー M-60配合ゴムぱ貯蔵安定性が劣

る傾向を示す．

次回，引張物性，熱老化試験等について紹介する．
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表 2

表2 ムーニースコーチ及びキュラストメータ加硫試験

加硫特性 ムーニースコーチ試験11 キュラストメータ試験2)

Vm 
ts !35 MH(m25' ) lc＇ 1m101 〕 〔tmも(i9n0)〕

加硫促進剤( )phr 〔min〕 〔min〕 〔N・ 〔m

1. TT(0.5) +BZ(I.O) 〔コソトロール〕 54 13.9 18,9 2. 75 2.9 17, 7 

2. TT(0.5) + BZ(1.0) + M(l .0) 53 11.1 15,9 3.10 1.9 12.3 

3. TT(0.5) +BZ(1.0) +DM(l.0) 52 15.0 24、1 3.18 3.0 11.4 

4. TT(0.5) +BZ(1.0) +M-60(1.0) 53 7.9 10.1 3.08 1. 5 8.4 

5. TT(0.5) +BZ(l.O) +CZ(l.0) 53 14. 7 19.2 3.16 2. 7 10.2 

6. TT(0.5) +BZ(l.0) +NS(l.O) 53 16.1 22.2 3.29 3.3 q.4 

7. TT(0.5) +BZ(1.0) +MSA(1.0) 54 16,5 23.9 3.31 3,4 11.6 

I) JIS K 6300に準拠 ML_1125℃ 21 JSRキュラストメータ川型， 160℃

TT : Tetramethylthiuramdisullide, BZ : Zinc di-n-butyldithiocarbamate, M : 2-Mercaptobenzothiazole, DM  : Diben-

zothiazyldisullide, M-60 : Cyclohexylamine salt of 2-mercaptobenzothiazole, CZ : N-Cyclohexyi-2-benzothia-

zolylsulfenamide, NS : N-/ert-Butyl-2-benzothiazolylsulfenamide, MSA': N.:..Oxydiethylene'-2-benzothia-

zoly,l~ulfenamide 

44? (94) 
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図 l キュラストメータ加硫曲線(160℃)
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図2 加硫速度とスコーチタイムの関係
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図3 加硫速度とトルクの関係
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図 4 未加硫配合ゴムの貯蔵安定性
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図5 M-60及び DM配合ゴムの貯蔵後のキ，ュラ

ストメーク加硫曲線(160℃)，貯蔵湿度50℃
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